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１ はじめに 

「第 33 回職業リハビリテーション研究・実践発表会」

における同タイトルのポスターと口頭発表の経過報告であ

る。 

障害者雇用支援の現場において実装された AI 雇用支援

ツール「TSUMUGI-CHAN」（以下「本ツール」とい

う。）に関する実践的検証を通じて、その理念、効果、課

題、将来的展望を包括的に評価することを目的とした。 

分析の軸として、職業リハビリテーションの新たな定義、

ダイバーシティ経営の深化、そして生成 AI の社会実装の

動向が交差する場における実験的取り組みとしての意義を

明らかにする点にある。 

本取り組みの本質は、人間中心・共創型の支援構造を設

計し直すものであり、従来の一方向的な「支援する側／さ

れる側」の関係を超えた三位一体モデルの実践と、実践に

おいて AI を対話の媒介者、意味生成の促進者として機能

させる可能性について探究するという野心的な挑戦である。 

 

２ AI協働支援の理念と実践の多角的様相 

(1) 理念：共創パートナーとしてのAI 
本ツールは、単なる業務支援ツールを超えた「共創パー

トナー」としての AI を目指して設計された。その根底に

は、支援者と被支援者の間にある非対称性、すなわち支援

の権力構造を再構築し、より対話的で水平的な関係性を創

出するという明確な意図が存在していた。開発は新たなイ

ノベーションを起こす手段として、注目されている

Design-Based Research（DBR）手法によって進められ、

現場でのフィードバックと設計の反復的往還が重視された。

これにより、支援者の実践に即した「ふり返りノート」や

「意味の再構成」など、ユーザー中心の機能が実装され、

理論と実践の統合的なツール設計が可能となった。 

(2) 実践におけるAIの三つの役割 

研究に参加した企業の支援者 （以下「組織内支援者」

という。) の第一の役割は、「思考の壁打ち相手」である。

支援者は複雑な問題や判断の場面で AI との対話を通じて

論点を整理し、仮説を立てるようになった。 

第二の役割は、「業務の効率化エンジン」である。マ

ニュアルや記録の要約、非構造化データの整理によって、

記録作業の負担が軽減され、従業員の成長の可視化などの

効果が現れてきた。 

第三の役割は、支援者の孤独や感情的負担を軽減する

ウェルビーイング・バッファとしての機能である。AI は

感情的な偏りを持たず、24 時間いつでも応答できる「聞

き手」として、支援者の内省や自己整理を促してきた。 

(3) 理念と実践の統合的評価実践 

これらの機能は、理念と実践が相互に支え合う構造を形

成しており、AI が感情・思考・業務の全レイヤーにおい

て支援者と共創関係を築いていることを示す。この相互補

完性こそが、本ツールの本質的価値である。 

 

３ 三者の視座から見る期待と葛藤 

(1) 支援者の視点：即時的効用と課題の不在  

支援者は、AI ツールの有効性を即時的問題解決に見出

していた。特に問題が生じた際の論点整理や記録処理にお

いては高い評価を与えている。また、支援対象者が安定し

ている期間にどうすべきか迷う場面もあり、新しい使い方

を模索できる可能性も示された。 

(2) 経営者の視点：成長と組織開発への期待 

経営者の視点はより戦略的であり、ツールを従業員の

キャリア開発、長期的な能力可視化、報酬体系の客観化と

いった経営戦略と結びつけていた。また、ツール活用の主

体を支援者のみに限定せず、現場全体へ拡張し、インク

ルーシブな文化の醸成を目指す構想を持っていた。 

(3) 支援対象者の視点：自律性とアクセシビリティの

ジレンマ 

障害のある従業員 （以下「支援対象者」という。） は、

AI を「自分でも使ってみたい」と述べ、自律性への強い

欲求を示した。現状の出力形式はやや難解なテキスト中心

であり、理解や解釈に工夫が必要な場面もあるが、今後は

音声情報、映像情報、触覚情報など、複数の情報媒体を使

用して、より自然な対話を目指すインタフェースの導入や
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批判的 AI リテラシーの向上によって、より直感的で安心

して活用できる環境が実現されることが期待される。 

(4) 三者間のズレと「支援者のパラドックス」 

支援者が短期的な安定を実現することと、経営者が描く

長期的な成長目標とが、これまで必ずしも自然に結びつい

ていなかった。しかし、組織外の職業リハビリテーション

の知識を有する支援者 （以下「組織外支援者」という。） 

が介在する対話により、今後はこの関係性がツールの可能

性を引き出すという戦略的な活用をすることで両立可能と

なり、短期の安定がそのまま企業としての長期的成長への

着実なステップとなる好循環を生み出すことが期待できた。 

 

４ 実践から浮き彫りになった核心的課題 

(1) データソースの限界 

本ツールの出力の質は、入力データの質に依存しており、

企業内部の面談記録や業務評価に偏った情報では限界があ

る。本人の生活背景、教育歴、外部機関の記録など、多様

な視点を統合するデータ基盤が不可欠である。 

(2) 能動的対話機能とUXの課題 

本ツールは、支援者の問いに受動的に応答する設計であ

るが、支援者は「導き出したい結果がわからない」段階で

の対話的ナビゲーションを実施することになる。加えて、

業界用語の難解さも課題であり、出力内容の視認性を高め

るビジュアル要素の導入が求められている。 

(3) 誤解と分析麻痺のリスク 

AI は「深い思考」を促す一方で、「考えすぎて動けな

い」という分析麻痺を招くリスクを併せ持つ。また、支援

者が出力を誤解した場合には、誤った意思決定や心理的混

乱につながりかねない。したがって、導入時には AI 開発

者や外部支援者の伴走者によるサポート体制が重要である

ことが明らかになった。 

 

５ 課題解決と未来展望への戦略的提言 

(1) 二層式データアーキテクチャの提案 

AI の出力の妥当性を担保するには、以下の二層構造が

望ましい。PKB（パーソナル・ナレッジベース）：本人

に紐づいた情報（雇用契約、就労パスポートのデータ、面

談記録、医療情報や家族関係、地域特性や経験に根差した

実践ナラティブ）と、GKB（（ジェネラル・ナレッジベー

ス）：に基づいた職業リハビリテーション学などの知識

（法律、研究知見、支援技法）である。この二層を使い分

けることで、個別性と客観性を兼ね備えた支援提案が可能

となる。 

(2) 「信頼の三位一体」導入モデル 

AI 開発者参加のもと、本ツールに慣れながら導入する

以下のステップが有効と思われる。まず支援者が AI を業

務効率化やデータ整理に活用し、その使用状況を AI 開発

者・外部支援者と共有して必要な情報を加え改善につなげ

る。次に支援者・支援対象者・開発者が進捗や目標を共有

し、現場に即した機能や UI を改良する。最後に支援対象

者が自律的に AI を活用し、その成果を開発者が分析して

最適化や新機能提供に反映させ、成長サイクルを形成する。 

 

６ おわりに 

 本ツールの実践は、AI が障害者雇用支援の現場におい

て単なる業務補助ではなく、支援者・支援対象者・経営者、

組織外支援者、そして開発者を結ぶ共創的パートナーとな

りうることを示した。短期的な課題対応における即効性と、

長期的な成長促進の両立には AI が障害者雇用の現場に与

える意味を戦略的に再設計し、雇用現場と開発の双方向的

な学びの循環を育むことが不可欠である。 

未来に向けては、AI が能動的に支援対象者の成長機会

や合理的配慮を提案し、支援者が自社の企業パーパスに即

した中長期的な戦略の提案者へと進化することで、問題対

応型からキャリア形成の創造型へ質的転換を遂げるだろう。

そこには、人間の共感と倫理的判断、AI の分析力と即応

性が補完し合う新しい時代のエコシステムを期待している。 
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